
歩けばまちが好きになる。
知ればもっと好きになる。

　
７
月
４
日
、
不
審
な
電
話
が
あ

っ
た
と
多
く
の
方
か
ら
市
役
所
や

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
電
話
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
多

く
は
「
市
役
所
保
険
課
と
医
療
費

給
付
課
の
職
員
を
名
乗
る
男
性
か

ら
、
医
療
費
の
過
払
い
が
発
生
し

て
い
る
と
電
話
が
あ
っ
た
。
す
ぐ

に
携
帯
電
話
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
持
っ
て
銀
行
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

へ
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
、
着
い
た

ら
電
話
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ

た
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　
こ
れ
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
誘
導
し
送
金

さ
せ
る
還
付
金
詐
欺
の
代
表
的
な

手
口
で
す
。
市
役
所
な
ど
の
公
的

機
関
が
電
話
で
還
付
金
の
案
内
を

伝
え
た
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
指

示
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
還
付
金
の
案
内
は
必
ず

書
面
で
届
き
ま
す
。

　
市
で
は
す
ぐ
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
防
災
行
政
無
線
で
注
意
喚
起

を
し
ま
し
た
。
少
し
で
も
怪
し
い

と
思
っ
た
ら
、
決
し
て
相
手
に
連

絡
し
た
り
お
金
を
振
り
込
ん
だ
り

せ
ず
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　今年度から、本学硬式野球部は新たに前羽黒高校野球部
監督で元山形県野球強化本部アドバイザーの横田謙人監督
を迎え、南東北大学野球の秋季リーグ制覇、そして全国大
会出場を目指して日々の練習に取り組んでいます。
　私が野球を通して学んだことは、組織をマネジメントす
ることの難しさです。主将として選手一人ひとりに目を配
りながらチームをひとつにまとめていかなければならず、
はじめはとても苦労しました。しかしチームメイトの思い
や人間関係など、さまざまなところに目を向けるよう心掛
けることにより、徐々にリーダーシップを取れるようにな
りました。プレー以外でも、挨拶や礼儀、スケジュール管
理など、野球部での活動は自
分を成長させてくれています。
　この経験を社会に出てから
も生かせるよう、現状に満足
せず今後も努力していきたい
と思います。

問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117問市消費生活センター ☎26-5761
　（市役所1階まちづくり推進課内）

問市政策推進課政策推進係 ☎26-5704

問中央図書館　☎24-2996
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野球を通して学んだこと
縄
なわ

　侃
ただし

（3年）

　
東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
過
去

の
大
地
震
の
痕
跡
を
研
究
す
る
地

震
考
古
学
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
楯
・
上
田
両
地
区
に
ま
た
が

る
国
指
定
史
跡
「
城き

の
わ
さ
く

輪
柵
跡あ

と

」
も
、

大
地
震
の
被
害
に
遭
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
城
輪
柵
跡
は
、一
辺
が
約
７
２
０

㍍
の
ほ
ぼ
正
方
形
の
遺
跡
で
、

出で

わ羽
国こ

く

府ふ

跡あ
と

と
い
う
説
が
有
力
で

す
。
そ
の
名
称
か
ら
、
牧
場
を
囲

む
柵
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
城
輪
柵
跡

は
地
方
政
治
の
舞
台
と
な
っ
た
広

大
な
役
所
の
遺
跡
な
の
で
す
。

　
嘉か

し
ょ
う祥
3
（
８
５
０
）
年
10
月
、

出
羽
国
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
と

推
定
さ
れ
る
大
地
震
が
発
生
し
、

建
物
崩
壊
、
圧
死
者
多
数
と
い
う

甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
。
津
波

の
襲
来
に
加
え
、
地
割
れ
、
山
崩

れ
、
川
岸
が
崩
壊
す
る
と
い
っ
た

地
形
の
変
化
も
あ
り
、
そ
の
後
、

長
い
間
国
府
が
水
害
に
見
舞
わ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
出
羽
国
守
坂
上
茂
樹

が
仁に

ん
な和
3
（
８
８
７
）
年
、
国
府

を
内
陸
部
で
あ
る
最
上
郡
（
現
在

の
山
形
盆
地
）
大
山
郷
保ほ

ほ

し

の

宝
士
野

に
移
転
さ
せ
た
い
と
願
い
出
た
と

こ
ろ
、
朝
廷
は
こ
れ
を
許
さ
ず
、

旧
国
府
近
く
の
高こ

う
し
ょ
う僘の

地
に
移
転

す
る
よ
う
に
命
じ
ま
し
た
。
こ
れ

が
市
条
地
区
の
八は

ち

森も
り

遺い

跡せ
き

で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
高

台
に
引
っ
越
す
こ
と
で
国
府
を
守

ろ
う
と
し
た
の
で
す
。

　
９
月
１
日
は
防
災
の
日
。
災
害

は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
本
市
沿
岸
部
に
は
標
高
表

示
も
し
て
あ
り
ま
す
。
散
歩
の
お

供
に
防
災
意
識
も
お
忘
れ
な
く
。

5
 穂

いな
熟

あがり
月
つき

のさんぽ 

監
修
／
小
野 

忍
氏

大
地
震
と
水
害
と
引
っ
越
し

還
付
金
詐
欺
に
ご
用
心

53

城輪柵跡全景

最初に発見された
角材列（昭和6年）
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横田監督（左）と縄さん（右）



今月 は 市
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
力
や
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

◆図書館の本はインターネットでも検索できます。ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/

問中央図書館　☎24-2996

vol.5工場長
門脇 裕さん

酒田ＦＲＣ有限責任事業組合

地
元
５
社
が
結
集
し
石
炭
灰
再
生
に
挑
む

　
酒
田
市
と
庄
内
町
の
企
業
５
社
で
組
織

す
る
当
組
合
は
、
各
社
の
強
み
を
生
か
し
、

酒
田
共
同
火
力
発
電
か
ら
排
出
さ
れ
る
石

炭
灰
（
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
）
の
有
効
利
用

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
23
年
４
月

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｃ
と
は
フ
ラ
イ
ア
ッ
シ
ュ
・
リ
サ

イ
ク
ル
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
こ
と
で
、
大

き
い
も
の
で
約
４
㌢
と
小
石
の
よ
う
な
形

を
し
て
お
り
、
道
路
工
事
の
路
盤
材
や
建

物
の
基
礎
材
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

４
年
の
歳
月
を
か
け
完
成
し
た
Ｆ
Ｒ
Ｃ

　
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
、
主
原
料
の
石
炭
灰
に
水
と

セ
メ
ン
ト
を
練
り
込
み
成
形
し
、
蒸
気
で

加
湿
し
な
が
ら
固
め
た
後
、
破
砕
す
る
と

い
う
工
程
で
、
１
日
１
５
０
ト
ン
を
製
造

し
て
い
ま
す
。
組
合
設
立
前
か
ら
試
行
錯

誤
し
、
重
い
路
面
を
支
え
る
強
度
を
出
す

た
め
の
特
殊
な
製
法
を
実
用
化
し
ま
し
た
。

自
然
砕
石
に
比
べ
て
格
段
に
軽
い
た
め
、

運
搬
や
敷し

き
な
ら均

し
が
容
易
に
で
き
、
保
水
性

も
高
く
液
状
化
し
に
く
い
と
い
っ
た
特
長

が
あ
り
ま
す
。

　
Ｆ
Ｒ
Ｃ
は
広
野
地
区
の
国
道
７
号
の
拡

幅
や
余
目
酒
田
道
路
の
建
設
工
事
で
使
用

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
福
島
県
小
名
浜
港
の
岸
壁
復
旧
工

事
に
も
採
用
さ
れ
、
先
月
酒
田
港
か
ら
初

め
て
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　ヘイゼルは16歳。甲状腺がんが肺に転移して
以来、酸素ボンベが手放せない生活。骨肉腫で
片脚を失った少年オーガスタスと出会い、互い
にひかれあうが…。死をみつめながら日々を生
きる若者の姿を力強く描いた青春小説。

　北海道から沖縄まで、全国の名水・湧水
180カ所以上を、付近の見どころ・寄り道ス
ポットなどとともに徹底紹介する。初めて訪
れる土地でも目的の名水・湧水にたどり着け
るよう、アクセスガイドも充実。

振
動
成
型
機
で
、
混
合
さ
れ
た
原
料

に
振
動
と
圧
力
を
加
え
て
ブ
ロ
ッ
ク

状
に
成
形
し
ま
す
。

　ぼくは、波の音にゆられて眠る。海のふと
んで泳いで、猫のふとんをこねこねして、パ
ンのふとんはむしゃむしゃむしゃ…。ミロコ
マチコの想像力が爆発! 夜の夢と朝の目覚め
の、いったりきたりが楽しい“ふとん”絵本。

【企業の概要】
 沿　　革   平成23年4月酒井鈴木工業㈱、㈱安藤組、酒田カイハツ生コンク

リート㈱、大場建設㈱、㈱エルデックの5社で酒田ＦＲＣ有限責
任事業組合を設立、平成23年12月酒田市宮海にプラント完成、
平成24年1月事業開始

 商　　号 酒田ＦＲＣ有限責任事業組合
 資 本 金 2億円
 住　　所 酒田市宮海字南浜1-25
 代 表 者 代表組合員 酒井鈴木工業株式会社 職務執行者 齋藤 茂
 従業員数 9人
 事業内容 再生砕石「フライアッシュ・リサイクル・コンクリート」の製造と販売

さよならを待つふたりのために
ジョン・グリーン／作
金原瑞人・竹内茜／訳

岩波書店

街歩き・里歩きの名水・湧水散歩 
南正時／著
自由国民社

ぼくのふとんはうみでできている
ミロコマチコ／著

あかね書房

一
般
図
書

児
童
絵
本

中
高
生
向
け

蒸
気
養
生
室
で
固
め
た
ブ
ロ
ッ
ク
を

破
砕
し
、
砕
石
状
に
し
た
Ｆ
Ｒ
Ｃ
。

土
壌
環
境
基
準
を
ク
リ
ア
し
、
国
土

交
通
省
か
ら
公
共
工
事
の
新
技
術
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

ＦＲＣ製造プラント
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